
｢自転車文化が花開く『すこやか兵庫』｣
自転車の特性を理解したうえで、通勤、通学、買物などの日常生活だけでなく、スポーツ、レジャー、観光、配送など、あらゆる社会経済活動において自転車を活用し、

地域の魅力を高める。

自転車を快適に利用できる良好な都市環境の形成 五国の多彩な資源（魅力）を活かしたサイクル
ツーリズムの推進による地域活力の向上

自転車利用の促進による
健康で活力ある社会づくり

自転車の適正利用と通行空間の安全確保による
安全な自転車活用

将来像

基本方針

兵庫県自転車活用推進計画 【概要版】

○自転車ネットワーク計画の策定や自転車通行空間の整
備により、県全域において自転車、歩行者が安全で快適
に通行できる環境を整備する。
○駐輪施設の適正配置、利用しやすいシェアサイクルの設
置等に取り組むことで、誰もが自転車を利用しやすい環
境を整備する。

○変化に富んだ地形を活かしたロングライドが楽しめる「モ
デルルート」や、多彩な観光資源（魅力）をポタリングで楽
しめる「地域ルート」など、サイクリストの多様な志向に応
じた通行環境の整ったサイクリングルートを提供する。
○地域の受入れ環境の充実等により、サイクルツーリズム
の目的地としての魅力と知名度の向上を図る。
○国内外のサイクリストが県内各地で滞在型サイクルツー
リズムを享受できるようになることで、交流人口の拡大と
地域経済の活性化により地域活力を向上させる。

○自転車通行空間の安全性向上や交差点の安全対策な
どにより、自転車が安全に通行できる環境を創出する。
○利用者の特性やライフステージに応じた適切な交通安全
教育や交通取り締まりの実施により、自転車・自動車・歩
行者が互いの特性や交通ルールを理解して尊重し合い、
誰もが安心して自転車を利用できる。
○自転車保険加入や適切な点検などによる、自転車利用
者の安全意識を向上させる。

○通勤、通学、買物など、日々の活動において、自転車を
選択したくなるライフスタイルの定着により健康で活力あ
る社会を目指す。
○健康づくりのツールとして自転車の有効性の認知度向上
を図り、健康づくりに関する広報啓発などにより、気軽に
サイクリングによる健康づくりを行う機運を醸成する。

施策1．自転車通行空間の計画的な整備推進
施策2．自転車通行空間の確保の促進
施策3．シェアサイクルやレンタサイクルの普及促進
施策4．地域の駐輪ニーズに応じた駐輪場の整備促進
施策5．歩行者・自転車中心のまちづくりと連携した総合的

な取組の実施

施策10．多彩なサイクリングルートの走行環境の整備
施策11．サイクリストのニーズに応じた受け入れ環境の整備
施策12．情報発信の充実
施策13．取組を推進していくための体制づくり

施策6．段階的かつ体系的な交通安全教育の推進
施策7．自転車の安全な利用促進
施策8．自転車の点検整備の促進
施策1．自転車通行空間の計画的な整備推進（再掲）
施策9．災害時における自転車の活用の推進

施策14．健康づくりにつながる自転車利用の促進

○自転車通行空間の整備率は、全国平均以上ではあるもの
の、総延長に対し極端に短く、自転車ネットワーク計画の策
定状況には地域に偏りがある。
○通学時の自転車分担率が高いにも関わらず自転車ネット
ワーク計画が未策定の自治体がある。
○駐輪場の増加に伴い放置自転車は減少しているものの依
然として多い状況。
○シェアサイクルのニーズは高いが、設置数は伸び悩んでい
る。

○島嶼部や山間部など変化に富んだ地形や、歴史・風土の異
なる五国からなり、各地に分布する多彩な観光資源（魅力）
に多くの観光客が訪れているが、宿泊する観光客は、大阪
府や京都府に比べて少ない。
○各地で、走行距離100kmを超えるロングライドや、季節毎の
自然・歴史建造物等をゆっくり巡るサイクルイベントが開催さ
れ、人気を博している。
○人口は、平成21年度をピークに減少しており地域の活力低
下が懸念される。

○県民の健康寿命は、全国に比べ男女ともに短い。
○運動習慣者の割合は、男女ともに働く世代である50歳代以
下が、60歳代以上よりも低い。
○通勤時の自転車利用は、全国平均以上ではあるものの、大
阪府や京都府に比べて低い。
○自動車の運転免許返納者数は、飛躍的に増加しており、返
納者の外出減少が懸念される。

兵庫2030年の展望
■ 目指す姿
「すこやか兵庫」の実現 ～五国を活かし 日本を先導 世界につなぐ～
■ 基本方針
｢未来の活力｣の創出、｢暮らしの質｣の追求、｢ダイナミックな交流・環流｣の拡大

自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例
■目的
自転車の安全で適正な利用に関し、県民、事業
者等の役割並びに県及び市町の責務を明らかに
し、県が実施する施策の基本事項を策定

自転車活用推進計画【国】（2018年6月）
■ 計画期間
長期的な展望を視野に入れつつ、2020年度まで
■ 目標
①自転車交通の役割拡大による良好な 都市環境
の形成
②サイクルスポーツの振興等による活力ある健康長
寿社会の実現
③サイクルツーリズムの推進による観光立国の実現
④自転車事故のない安全で安心な社会の実現

兵庫県自転車活用推進計画の策定
■計画の区域：兵庫県全域
■計画の期間：長期的な展望を視野に入れつつ、2023年度までとする。

○子供から高齢者まで幅広い世代が、通勤、通学、買物など
日常生活において自転車を気軽に利用できるようにするた
め、以下の取組みが必要である。
①自転車通行空間の整備により安全に自転車を利用できる
都市環境の形成
②駐輪場の設置やまちづくりと連携した総合的な取組みの
推進

○県内で多くのサイクルイベントが開催されておりニーズが高
いことから、今後予想される人口減少による地域経済の縮
小に対し、拡大するインバウンドを含む観光誘客の体験ツー
ルとして自転車を積極的に活用し地域経済の活性化を図る
ために、以下の取組みが必要である。
①県内の多彩な観光資源を活用したサイクルルートの設定
②走行環境の整備や受け入れ環境の充実

○自転車事故を削減するために、以下の取組みが必要である。
①安全な自転車通行空間の整備
②安全教育の推進や交通ルール等の周知などによる自転
車利用者の安全意識の向上や自転車利用者への思いや
りの醸成

○県民の健康寿命延伸や運動不足解消につなげるとともに、
高齢者になる前に、免許返納後も自転車を活用できる体作
りを行うために、以下の取組みが必要である。
①日常生活における自転車活用の推進

都市環境 安全・安心 観光 健康

自転車活用推進法（2017年5月）
■ 基本理念
自転車は
○環境に深刻な影響を及ぼす物
質及び騒音・振動を発生しない
○災害時において機動的である
○健康増進及び交通混雑緩和に
よる経済的社会的効果を及ぼす
○交通の安全の確保が図られる

○自転車関係事故件数は年々減少しているが、事故全体に
占める割合は横ばいとなっている。
〇自転車関係事故のうち、対車両が約９割、そのうち約8割が
交差点で発生している。
〇自転車関係事故の死亡者に占める高齢者の割合が高い。
〇学生や児童の自転車関係事故は、通学時・帰宅時に多い。
〇自転車乗用中の死傷者の交通ルール違反割合は、約9割と
高い。
〇全国に先駆けて自転車保険加入を義務化しているが、加入
率は約7割である。



観光

施策10．多彩なサイクリングルートの走行環境の整備
①サイクリングルートの設定
②誰もが安全・快適に走行できる環境の整備

③大鳴門橋自転車道の整備

兵庫県自転車活用推進計画 【概要版】

健康
施策14．健康づくりにつながる自転車利用の促進
①自転車通勤、健康づくりに ②健康づくり公園の活用
関する広報啓発

都市環境 安全・安心

○計画の推進体制

本計画に位置付けられた目標を達成するため、関係部局等で構成されたＷＧで連携・協力して施策の推進
を図る。

○計画のフォローアップ及び見直し方法

本計画について、必要に応じて有識者の助言を受けつつ、年に一度を基本として進捗状況についてのフォ
ローアップを実施し、計画の進捗状況を評価するとともに施策の見直し・改善を図る。また、計画期末には、
社会情勢の変化等を踏まえて、有識者の助言を受け、本計画の見直しを行う。

施策1．自転車通行空間の計画的
な整備推進

①自転車通行空間の整備推進

②道路標識や道路標示等の適切
な設置運用

③市町版自転車活用推進計画（自
転車ネットワーク計画含む）の策
定支援

施策2．自転車通行空間の確保
の促進

①交通規制の適切な実施と運用

②自転車の放置防止の推進

施策3．シェアサイクルやレンタ
サイクルの普及促進

①シェアサイクル・レンタサイクル
の環境整備

施策4．地域の駐輪ニーズに応じた
駐輪場の整備促進

①駐輪対策の推進

施策5．歩行者・自転車中心のまちづくり
と連携した総合的な取組の実施

①ゾーン対策等の生活道路対策の推進

②無電柱化の推進

施策6．段階的かつ体系的な交通安全
教育の推進

①交通安全教育の推進

②指導者の育成

③効果的な安全教育手法の実施

・地域の実情に応じ、路上教習や路上
試験で自転車専用通行帯のある道路
を走行し、自転車への安全配慮など
の教育を実施する 等

施策7．自転車の安全な利用促進
①通行ルールの周知

②安全意識向上の啓発

③自転車の安全利用の促進

④指導・取締りの実施

⑤自転車保険への加入

施策8．自転車の点検整備の促進
①点検整備の促進

②子供に対する点検整備教育の充実

施策9．災害時における自転車の活
用の推進

①災害時の自転車の活用

施策11．サイクリストのニーズに応じた受け入れ環境の整備
①多様なサイクリストが快適に
利用できる環境の整備

②多様な自転車輸送手段の確保
③サイクリストが安心して
宿泊することができる
環境の整備

⾃転⾞を快適に利⽤できる
良好な都市環境の形成

⾃転⾞の適正利⽤と通⾏空間の
安全確保による安全な⾃転⾞活⽤

五国の多彩な資源（魅⼒）を活かした
サイクルツーリズムの推進による地域活⼒の向上

自転車利用の促進による
健康で活力ある社会づくり

●自転車通行空間の整備延長
【実績値】65km（2018年度）【目標値】125km（2023年度）
●市町版自転車活用推進計画の策定市町
【実績値】0市町（2018年度）【目標値】20市町（2023年度）

●自転車関係人身事故件数
【実績値】5,881件（2018年）
【目標値】自転車が関係する人身事故件数を5,000件以

下とする。（2023年）

●8地域のモデルルートにおける走行環境の整備※

モデルルート ０ルート（2018年度）→８ルート（2023年度）
●継続的に利用環境の向上を図るための協議会の開催
各モデルルートにおいて年１回以上
※距離標やルート案内標識による迷わずに走行できる
環境の整備（0km→1,300km）

●通勤目的の自転車分担率
【推計値】13.7％（2018年度）※過去の国勢調査から推計
【目標値】14.5％（2023年度）

施策12．情報発信の充実
①誰もがどこでも容易に情報が得られる情報発信の実施

施策13．取組を推進していくための体制づくり
①関係者が連携して施策を推進していくための体制づくり
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中央線の抹消による車道幅員の縮小等

①自転車道（ベンガラ）
県道髙田久々知線（尼崎市）

②自転車レーン（ブルー）
県道西脇三田線（伊丹市）
自転車専用通行帯自転車道

③矢羽根型路面表示
県道多可柏原線（多可町）

④歩道のカラー舗装（ベージュ）
県道浜甲子園口停車場線（西宮市）

路肩拡幅車道混在

④地域の魅力を満喫し、
地域振興に寄与する仕
掛けづくり

駐車監視員の活動状況 自転車走行空間上の
駐停車車両

明石駅周辺の駐輪場 自転車シミュレーターに
よる安全教育

高齢者に対する自転車
安全利用講習会

交通指導員研修会 ワンポイント指導員の委嘱

自転車マナーアップキャンペーン

自転車ハンドブック

モデルルートの設定 モデルルート・地域ルート（仮称）の
走行環境整備

サイクリングコース 自転車道設置イメージ

サイクリスト向け宿泊施設（淡路島） サイクリングイベント
（淡路島ロングライド１５０）

自転車通勤導入に関する手引き
サイクルロードレース（播磨中央公園） ふじいでんこうサイクルランド（播磨中央公園）

ゾーン３０（生活道路における交通安全対策）の概要

コミュニティサイクル実証実験（尼崎市）

相互思いやりプロジェクト

出典：警察庁

出典：尼崎市

出典：明石市 出典：明石市
出典：東京都

出典：ASAトライアングル交流圏推進協議会

出典：国土交通省

出典：横浜市

出典：淡路島観光協会 出典：兵庫県のサイクルツーリズム推進に向けた淡路地域モデルルート推進協議会

出典：播磨中央公園管理事務所


